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生から 6 年生の児童が、午後から 1日だけ 1m の竹で
苗の葉をなでつけて害虫を駆除したことがあった。 





























































































































































































































































平成 23 年 11月 2 日発行 
 催しのご案内 
■ 39回 定例研究会 
1． 日時：平成 23年 11月 28日（月）16:00～19:00 
2． 場所：守山 FS（滋賀県守山市梅田町 12-32） 
3． 最終報告書草稿の発表および検討 
＊参加希望者は、京都大学 東南アジア研究所 実践型地域研究推進室  
担当:矢嶋 yajima@cseas.kyoto-u.ac.jp ）までご連絡ください。 
■第 1回大川フォーラム 『｢里川里湖のまちづくり｣から  
～住民、研究、行政の協働』 開催のお知らせ 


















た。1回に 1世帯、小さな世帯は 1回で 2軒分運ぶこ





























り、この 3世帯が残っていたのだ。   （つづく） 
本報告は、現地在住の虫明悦生さんと京都大学大学
院農学研究科院生亀田知佳さんに調査に協力して頂
き、村の草分け 5世帯の 5人の話をまとめた。 
ラオス活動報告 7 タチャンパ村への定住 














1988 年 2 月頃、ビエンチャン特別市ナターン村の
東南隅のブンテン村との村境あたりの、その頃、ニャ
ンティアンと呼ばれていた土地を見るために、ポント
ン村から 3名、ポンニャン村 1名の計 4名でやって来
た。あたりには大ノンゴンと小ノンゴンと呼ばれる 2
つの沼があり、沼の間には草原が広がっていた。 
ニャンティアンに来て 2日後、ポントン村の 2名は
水田が開けそうだという知らせもって村に帰り、移住
を希望していた 10 世帯にその年の焼畑の準備をやめ
させ種もみを確保させた。残った 2名はブンテン村の
親せきの家に泊まり、みんなが来るのを待っていた。 
さらに 3日後、10世帯の 10人でニャンティアンに
やって来た。最初に 10 人全員が泊まれるような大き
な小屋を建て、1日全員で伐採した土地を 1世帯分の
焼畑地として 10 日間働いた後、移住申請の手続きを
進めるため一旦全員で村に帰った。その時、村を出て
から帰るまでの日数は移動を含め 15日間だった。 
移住予定者全員の名前と農業･水田のためという理
由を書いた移住申請書類を準備し、村長のサインをし
て行政区、郡、県へと順番に許可をもらっていった。
許可を得るために 10数日要した。 
県役所の許可をもらいにビエンチャンに来た際、自
動車が手配できたので、急いで村に帰り引越しの準備
を始めた。10 世帯がそれぞれ家の解体や荷造りを 1
